
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２３年３月３１日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究分野：農業経済学 

科研費の分科・細目：農業経済学・農業経済学 

キーワード：経済政策、 政策シミュレーション分析、 国際貿易空間均衡モデル、農業経済学 

 
１．研究計画の概要 
 国際貿易空間均衡モデルは、現実の複雑な
貿易諸制度を考慮に入れて国際農畜産物市
場の実践的な分析を行うことができる、とい
う長所を持つ反面、部分均衡分析のためのモ
デルであるという短所も持っている。本研究
の目的は、国際農畜産物市場の実践的な分析
モデルとしての上述のような長所を保持し
つつ、ＦＴＡ等の経済全般への影響を可能な
限り考慮しうるように、我々がこれまで改善
し拡張してきた国際貿易空間均衡モデルを
さらに改善し、「マクロ貿易政策シミュレー
ションモデル」へと拡張することである。 
 
２．研究の進捗状況 
 平成 22年度までに、「名目賃金率は一定で
ある」という前提条件を始め幾つかの短期的
経済分析の前提条件下で、産業連関分析の投
入係数表と「各産業の労働の限界投入量は生
産量の線形増加関数である」という前提条件
より、（1）価格に対し線形の各産業の供給関
数を導き、（2）投入係数表と線形供給関数よ
り各産業の価格に対し線形の中間需要関数
を導き、（3）投入係数表より求まる各産業の
価格に対し線形の付加価値係数と線形供給
関数より価格に対し二次形式の GDP関数を導
き、（4）価格と GDP を変数とする各産業の国
内最終需要関数を導き、（5）全産業で「供給
量＝中間需要量+国内最終需要量」という関
係を満たす各産業の生産物価格を求める方
法を明らかにし、最初に簡単な事例で貿易が
ない場合の各国の短期的国内経済均衡状態
を明らかにした。次に一定の輸送費および関
税制度と固定外国為替レートの下での、また
各国の国際収支が一定の均衡条件に達する
までレートが調整される変動外国為替レー

トの下での、完全競争市場の下での「国際貿
易空間均衡」を簡単な事例で明らかにした。
これらの成果は本研究の中間報告書（下記の
研究成果を参照）で詳しく公表済みである。 

しかし産業内貿易を伴う不完全競争市場
における貿易の理論的および実証的分析（関
連文献の収集を含む）と、より現実的な事例
での分析は、平成 23 年度の研究課題として
残されている。従って平成 23 年度はこれら
の残された課題についての研究を完成させ、
その成果を取りまとめて公表できるよう努
力したい。 

 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 上述のように、これまでに完全競争市場の
下での「国際貿易空間均衡」を簡単な事例で
明らかにすることが出来た。また産業内貿易
を伴う不完全競争市場における「国際貿易空
間均衡」の分析方針も既に確立することが出
来た。従っておおむね順調に進展していると
言える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度の平成 23 年度は、（1）産業内貿
易を伴う不完全競争市場における貿易の理
論的および実証的分析の展望と要約（関連文
献の収集を含む）、（2）完全競争市場及び不
完全競争市場のより現実的な事例での「国際
貿易空間均衡」の分析、を行いその成果を取
り纏めて公表するようにしたい。 
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